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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上面が作業面となされた天板を有する収納庫本体の、物品収納空間をあけて対向する左
右の側壁に前後動部材が前後動自在に設けられ、この前後動部材に昇降テーブルが４隅の
２つ折れ自在のリンク機構を介して昇降自在に設けられ、前後動部材を前方に引き出した
状態で昇降テーブルを上昇させると、昇降テーブルの上面が天板の作業面と面一又はほぼ
面一となるようになされた収納庫において、前記リンク機構の少なくとも１つに、昇降テ
ーブルが上昇した状態においてリンク機構をロックするロック装置が設けられ、
　該ロック装置は、前記リンク機構を構成する上下のリンク片の一方に揺動自在に設けら
れた、自由端に係合フックを有すると共に操作部を有するレバーと、リンク片の他方に形
成された、前記係合フックが係合する被係合部と、レバーを前記係合フックが被係合部に
係合する方向に付勢する付勢手段とを有している収納庫。
【請求項２】
　前記レバーの基部がリンク片に固定されると共にレバーの少なくとも一部が弾性を有し
、その弾性部が付勢手段となされている請求項１記載の収納庫。
【請求項３】
　前記レバーは、上部が上側のリンク片に固定されると共に上部が弾性を有する本体を備
え、該本体の下端に前記係合フックと操作部とが設けてあり、前記被係合部は、下側のリ
ンク片に形成された開口の上縁部である請求項２記載の収納庫。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、厨房家具等の収納庫に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、この種の収納庫として以下の如きものは知られている。
上面が作業面となされた天板を有する収納庫本体の、物品収納空間をあけて対向する左右
の側壁に前後動部材が前後動自在に設けられ、この前後動部材に昇降テーブルが４隅の２
つ折れ自在のリンク機構を介して昇降自在に設けられ、前後動部材を前方に引き出した状
態で昇降テーブルを上昇させると、昇降テーブルの上面が天板の作業面と面一又はほぼ面
一となるようになされたものは知られている。
【０００３】
【従来技術の欠点】
前記従来の収納庫には以下の如き欠点があった。
上昇位置にある昇降テーブルをロックする機構がなかったので、昇降テーブルが使用中に
不用意に下降するおそれがあるという欠点があった。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は前記欠点を解消するために以下の如き手段を採用した。
　請求項１の発明は、上面が作業面となされた天板を有する収納庫本体の、物品収納空間
をあけて対向する左右の側壁に前後動部材が前後動自在に設けられ、この前後動部材に昇
降テーブルが４隅の２つ折れ自在のリンク機構を介して昇降自在に設けられ、前後動部材
を前方に引き出した状態で昇降テーブルを上昇させると、昇降テーブルの上面が天板の作
業面と面一又はほぼ面一となるようになされた収納庫において、前記リンク機構の少なく
とも１つに、昇降テーブルが上昇した状態においてリンク機構をロックするロック装置が
設けられ、該ロック装置は、前記リンク機構を構成する上下のリンク片の一方に揺動自在
に設けられた、自由端に係合フックを有すると共に操作部を有するレバーと、リンク片の
他方に形成された、前記係合フックが係合する被係合部と、レバーを前記係合フックが被
係合部に係合する方向に付勢する付勢手段とを有しているものである。
　請求項２の発明は、前記レバーの基部がリンク片に固定されると共にレバーの少なくと
も一部が弾性を有し、その弾性部が付勢手段となされている請求項１記載のものである。
　請求項３の発明は、前記レバーは、上部が上側のリンク片に固定されると共に上部が弾
性を有する本体を備え、該本体の下端に前記係合フックと操作部とが設けてあり、前記被
係合部は、下側のリンク片に形成された開口の上縁部である請求項２記載のものである。
【０００５】
【発明の効果】
　本発明は前記した如き構成によって以下の如き効果を奏する。
　請求項１の発明によれば、４隅の２つ折れ自在のリンク機構によって昇降テーブルが上
昇した状態において、リンク機構の少なくとも１つがロック装置によってロックされるの
で、上昇位置にある昇降テーブルが使用中に不用意に下降するのを防止することが出来、
また、ロック装置が上下のリンク片の一方に設けた係合フック付きのレバーと、上下のリ
ンク片の他方に設けた被係合部と、前記係合フックが被係合部に係合する方向にレバーを
付勢する付勢手段とを有する構造であるので、ロック装置を簡単な構造のものとすること
が出来る。
　請求項２の発明によれば、レバーの少なくとも一部が付勢手段として機能する弾性を有
しているので、別個に付勢手段を必要としない。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下に本発明の実施の形態を説明する。
なお、この説明において、前とは図１下側を、後とは同図上側をいい、左とは図１左側を
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、右とは同図右側をいう。
【０００７】
収納庫１（この実施の形態では流し台）は、内部が物品収納空間３となされた上面開放の
収納庫本体２と、この収納庫本体２の上部に設けられた、上面が作業面５となされると共
に上下方向に貫通する開口の縁部に設けられた水槽６を有する天板７とを有している。
【０００８】
前記収納庫本体２の右側の物品収納空間３は、側壁９と仕切壁１０とによって画されてい
る。前記側壁９と仕切壁１０（請求項１でいう側壁）との相互に対向する面の上部に左右
一対のガイド部材１２が相互に対向するようにして設けられている。
前記ガイド部材１２は、仕切壁１０又は側壁９に固定された長手方向を前後方向に向けた
固定レール１３と、この固定レール１３に前後動自在に設けられた長手方向を前後方向に
向けた中間レール１４と、この中間レール１４に前後動自在に設けられた長手方向を前後
方向に向けた可動レール１５とを有している。
【０００９】
前記可動レール１５各々に左右一対の昇降リンク装置１６が設けられている。右側の昇降
リンク装置１６は、左右の可動レール１５間の左右方向中央に鏡面を左に向けるようにし
て置いた鏡で左側の昇降リンク装置１６を映したときに表われる像と同一の形状をしてい
るので、以下、左側の昇降リンク装置１６についてのみ詳述する。
図２～図６に示すごとく、昇降リンク装置１６は、可動レール１５に固定された基材１７
を有している。この左側の基材１７と右側の基材１７とにより請求項１で云う前後動部材
が構成されている。前記基材１７の前後部に軸心を左右方向に向けた枢軸１８を介して２
つ折れ自在のリンク機構１９が枢着されている。前記リンク機構１９は、軸心を左右方向
に向けた連結ピン２２を介して２つ折れ自在となされた下側リンク片２０と上側リンク片
２１とを有している。下側リンク片２０と上側リンク片２１とは、図２に示すごとく一直
線状になる状態と、連結ピン２２を後方に移動させるように、即ち、図２の矢印Ｌの方向
に折れ曲がって相互に密接する状態とを取り得るようになされている。なお、下側リンク
片２０及び上側リンク片２１は、図６に示すごとく断面コ字状をしている。
【００１０】
図３及び図４に示すごとく、前記前後の下側リンク片２０同士は軸心を左右方向に向けた
枢軸２４を介して連結板２５により枢着連結されている。このような構成により、基材１
７と、前後の下側リンク片２０と、連結板２５とにより平行クランク機構が構成されてい
る。前記連結板２５の前後部に上下方向に長い長孔２６が形成され、この長孔２６に上側
リンク片２１に設けられた軸心を左右方向に向けたガイドピン２７が前後方向の遊びなく
嵌められている。このような構成により、下側リンク片２０が矢印Ｌ（図２参照）の方向
に揺動すると、上側リンク片２１が連結ピン２２を中心として矢印Ｍ（図２参照）の方向
に揺動するようになされている。前記連結板２５には、下側リンク片２０と上側リンク片
２１とが相互に密接する状態となった際、後側の枢軸１８を逃げるための切り欠き２８（
図２参照）が形成されている。
【００１１】
前記上側リンク片２１の上端部に軸心を左右方向に向けた枢軸２９を介して昇降テーブル
３１、更に具体的には昇降テーブル３１の下面に設けられたブラケット３２が枢着・連結
されている。昇降テーブル３１は、リンク機構１９の折れ曲がりにより昇降するようにな
されている。そして、昇降テーブル３１を物品収納空間３より引き出した状態で上昇させ
ると、昇降テーブル３１の上面は作業面５と面一又はほぼ面一となる。他方、昇降テーブ
ル３１を下降させると、昇降テーブル３１は天板７や収納庫本体２と衝突することなく、
物品収納空間３内に入り込み得る状態となる。
【００１２】
前記左側の昇降リンク装置１６の前側の下側リンク片２０及び右側の昇降リンク装置１６
の前側の下側リンク片２０に、連結片３４を介して覆い板３５が取り付けられている。こ
の覆い板３５は、図２の状態、即ち、リンク機構１９が一直線状になった状態では水平で
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あり、他方、リンク機構１９が折れ曲がって下側リンク片２０と上側リンク片２１とが密
接状態となると、垂直となるようになされている。そして、その状態で昇降テーブル３１
を物品収納空間３内に押し込むと、垂直状の覆い板３５が収納庫本体２の前面に当接する
ようになされている（図２の一点鎖線参照）。そして、その状態において覆い板３５の下
端部の後面に手を掛けることが出来るようにするための凹所３７が収納庫本体２の前部に
渡された桟材３８に形成されている。
【００１３】
前記リンク機構１９の少なくとも１つ、この実施の形態では、左側後部のリンク機構１９
に、昇降テーブル３１が上昇した状態において（下側リンク片２０と上側リンク片２１と
が一直線状になった状態において）リンク機構１９をロックするロック装置４１が設けら
れている。
前記ロック装置４１は、上下のリンク片２１、２０の一方、この実施の形態では上側リン
ク片２１に固定ピン４２で取り付けられた、後で詳述するレバー４３と、下側リンク片２
０に形成された、レバー４３に形成された係合フック４８が係合する被係合部４４（この
実施の形態では、開口４５の上縁部）とを有している。
前記レバー４３は、上部が弾性を有する本体４７と、この本体４７の下端に形成された係
合フック４８と、左方にはみ出した操作部４９とを有している。前記本体４７の弾性部は
、係合フック４８が被係合部４４に係合する方向に付勢する機能を有するものである。
図５において、操作部４９を矢印Ｎの方向に押すことにより、係合フック４８を被係合部
４４より外すことが出来ると同時に一直線状のリンク機構１９を折り曲げることが出来る
。
【００１４】
前記昇降テーブル３１が収納される物品収納空間３以外の物品収納空間３は、公知のごと
く扉で開閉自在となされたり等している。
【００１５】
【変形例等】
以下に変形例等について説明を加える。
（１）昇降テーブル３１が上昇した状態において（下側リンク片２０と上側リンク片２１
とが一直線状になった状態において）リンク機構１９をロックするロック装置を以下のご
ときものとしてもよい。即ち、ロック装置を、２つ折れ自在のリンク機構１９を構成する
上下のリンク片２１、２０の一方に他方のリンク片に対して進退自在に設けられた操作部
を有するロッドと、リンク片の他方に形成されたロッドが嵌まる凹所を有する受け具とに
より構成するようにしてもよい。
（２）リンク片２０、２１の形状は任意である。
（３）連結板２５は設けない場合もある。
（４）実施の形態においては、レバー４３の本体４７の上部が弾性を有しているが、レバ
ー４３の少なくとも一部が弾性を有していればよい。
（５）レバーの基部を軸心を左右方向に向けた枢軸によりリンク片に揺動自在に設け、そ
のレバーをばね等の付勢手段により係合フックが被係合部に係合する方向に付勢するよう
にしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態を示す一部破砕の平面図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線拡大断面図である。
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線拡大断面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線断面図である。
【図５】図２のＡ部分の一部破砕の拡大図である。
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ線断面図である。
【符号の説明】
１　収納庫
２　収納庫本体
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５　作業面
７　天板
９　側壁
１０　仕切壁
１７　基材
４１　ロック装置
４２　固定ピン
４３　レバー
４４　被係合部
４５　開口
４７　本体
４８　係合フック
４９　操作部

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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